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高温に関する技術対策について
８月３日に仙台管区気象台から「高温に関する異常天候早期警戒情報」が発表されました。８月８日頃からの約１週間は、気温が平年よりかなり高くなる予想となっています。
さらに、同様に発表された「１か月予報」において、東北日本海側では、平年と同様に晴れの日が多く、平均気温は８月５日から９月４日まで高い見込みとなっていることから、高温に関する農作物の栽培管理の徹底について、関係機関や農業者に周知くださるとともに、適切な対応を講じるようお願いします。
１　共通事項
（１）高温時の農作業は熱中症の危険性があるため、朝夕の涼しい時間帯に行うなど、決して無理をせず、水分補給など体調管理には十分注意する。

（２）乾燥が続くと、ハダニ類やアブラムシ類、カメムシ類等害虫の発生が多くなるので、早期発見、適正防除に努める。また、高温時の防除は薬害が発生しやすいので、散布は早朝の涼しい時間帯に行う。
２　水稲
（１）速やかに圃場の巡回を行い、出穂の状況や水田に水が入っているかを確認し、不足している場合は直ちに水を入れ、湛水状態にする。

（２）高温が続く場合は、湛水状態を維持し、稲体の消耗を防ぐ。また、それぞれの地域で水利関係組織等と連携を図り、用水の確保・調整に努める。

（３）８月４日に病害虫防除所から斑点米カメムシ類の注意報第２号が発表された。斑点米カメムシ類による品質低下を防ぐため、穂揃期および穂揃期の７～10日後の２回の基本防除を徹底する。なお、薬剤は斑点米カメムシ類の生息している畦畔を含めて散布する。
穂揃期の７～10日後の防除実施後に水田内のすくい取り調査を行い、斑点米カメムシ類の飛来・生息が確認された場合は、２回目の防除から７～10日後に補完防除を実施する。
（４）湿度が高くなると穂いもちの発生が懸念されるので、基本防除を徹底し、その後も

発生が多い場合は状況に応じて補完的な防除を実施する。
３　大豆　
（１）開花期から幼莢期の極端な土壌乾燥は、生育を停滞させ、落花、落莢が多くなり着莢数不足で減収するおそれがある。土壌に白乾亀裂が生じるなど著しい乾燥の場合は、適宜、周辺明渠への入水や畝間灌水、地下灌漑を実施する。
（２）畝間灌水を行う際は、暗渠を閉じ、30a規模の圃場であれば、３日間に分けて徐々に灌水を行い、圃場全体に均一に水が行き渡るようにする。
（３）高温乾燥の天候が続くと、生育が旺盛なダイズを中心にジャガイモヒゲナガアブラムシが急激に増加することがあるので、発生状況を把握して早期に防除を実施する。
４　果樹

（１）雨よけ栽培等のぶどうは、谷間換気を行い施設内の温度をできるだけ下げる。また、着果量を見直し、着色が遅れている房を摘房して着色促進を図る。
（２）りんごや西洋なし、もも（収穫直前以外）等は、土壌の乾き具合をみながら灌水を行う。定置配管やスプリンクラーにより全面散水ができる園地では、10ａ当たり20tを目安に十分灌水する。水源が乏しい園地では、ローリータンクやスピードスプレヤーを利用し、樹冠下（外周部）を重点に、可能なかぎり多くの灌水を行う。

（３）ももは果実温度が高い日中に収穫すると、収穫後の軟化が早まり日持ちが悪くなるため、収穫はできるだけ朝の涼しい時間帯に行う。

（４）りんご「つがる」等早生種の着色管理は、日焼け果が出やすい樹冠上部や南側の葉摘みは最小限とする。

（５）高温・乾燥が続くと、ハダニの発生が多くなると予想される。園地内を十分に観察し、幹部付近に白くカスリ状になった被害葉がみられる場合は防除を行う。薬剤散布の際は、幹まわりや樹冠上部の葉裏にも薬液が十分かかるよう丁寧に散布する。

５　野菜

（１）育苗ハウス内のセルトレー等は、コンテナやブロック等で上げ床にした場所で育苗する。育苗中の野菜苗は、生育ムラが生じないよう、培土の乾き具合に注意し適切な土壌水分管理を行う。ハウスの換気を行うとともに、通路等に適宜散水し、気温を低下させるなど適正な温度管理に努める。

（２）施設栽培では、土壌水分に留意しながら少量・多回数の灌水を行う。また、施設内が高温にならないようハウスサイド・つま面の換気を徹底するとともに、日中、日射が強い時間帯はハウス屋根面を遮光（遮熱）資材で被覆する。

（３）メロンやすいかでは、草勢が低下しているものは葉面散布等で生育を回復させる。すいかは、わら等による果実の遮光を徹底し、果実の日焼けを防止するなど品質の保持に努める。

（４）夏秋きゅうりやなす、トマトでは、草勢が低下した場合は、古葉や不良な果実の摘除と液肥を施用して草勢を回復させる。また、過度の地温上昇や乾燥防止のため敷きわらを行う。

（５）えだまめでは、圃場が乾燥している場合は、夕方気温が下がってから畝間灌水を行う。畝間灌水は、翌日の朝まで滞水しないよう、量と時間を加減する。高温が続くと収穫期が前進し、収穫適期幅が短くなるため、適期収穫を徹底する。また、鮮度保持のため、莢の温度が低い時間帯に収穫する。その後、涼しい作業場で調整作業を速やかに行い、予冷庫等に保管し、食味の低下を防止する。

（６）ねぎでは、軟腐病発生予防のため、高温期の土寄せを見合わせる。高温乾燥が続く場合は、無理な土寄せや灌水を行わず、涼しくなるまで作業を中断する。

（７）アスパラガスは灌水と追肥を十分に行い、生育の維持に努める。また、収穫物（切り口含む）の鮮度保持を図るため、収穫時に長時間直射日光が当たるのを避けるとともに、収穫後はすぐに涼しい場所で保管し、選別・調整前に切り口を流水で洗浄するなど、品温上昇の抑制に努める。

（８）さといもの培土作業は、気温が低い早朝に行い、夕方気温が下がってから畝間灌水を行う。

（９）促成山菜類では、うるい等の根株は乾燥が続くと日焼けや株枯れが発生しやすいので、たっぷり灌水を行う。また、株の消耗を防ぐため、除草は控える。

６　花き

（１）露地花きでは、高温や乾燥による生育遅延などを軽減するため、適宜灌水を行う。特に、定植初年目のりんどうは根張りが浅いため、乾燥に注意する。
（２）施設栽培では、高温障害回避のため、天窓やハウスサイド、つま面の換気を徹底する。さらに、品目と生育ステージに応じた適切な遮光を行い、施設内で被覆する場合は、通気性の良い遮光資材を使用する。通気性の悪い資材を使用する場合は、施設屋根上部に被覆する。
（３）収穫期を迎えている、きく、トルコぎきょう、ゆりなどは、切り前や開花速度に注意し、適期に収穫する。収穫作業は、朝夕の涼しい時間帯に行い、収穫から水揚げまでの時間を極力短縮するように努める。また、調整作業は涼しい場所で行い、品質保持剤を利用するなど、日持ち性の確保に努める。　

７　畜産

（１）家畜の管理

　　　寒冷紗等による直射日光の遮断や、窓・カーテン等を開放するとともに送風機の適切な配置により畜舎内の風通しを良くし、飼養環境を良好に保つ。また、家畜の飼育密度の緩和や、畜体等への送風や散水・散霧により家畜の体感温度の低下に努める。
更に、飼料の腐敗に注意するとともに、良質で消化率の高い飼料の給与、ビタミンやミネラルの補給、清潔で冷たい水の給与に努める。
（２）草地及び放牧牛の管理
牧草の再生を促進させるため、採草地では高温時の刈り取りを避け、放牧場では、過放牧を避ける。また、放牧牛の管理では、採食状況をよく観察し、草量不足の場合は貯蔵飼料など補助飼料を給与し、放牧牛の体力消耗防止に努める。






